
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

プログラム 

 

1188：：33００      １１．．開開会会・・ああいいささつつ  

                    ２２．．本本日日ののププロロググララムム説説明明  

1188：：4455      ３３．．ググルルーーププ分分けけ・・関関係係づづくくりり

1199：：00００      ４４．．前前回回のの振振りり返返りり  

1199：：1100        ５５．．今今後後のの景景観観形形成成でで、、  

““大大切切ににすするるこことと””  

““意意識識すするるこことと””  

2200：：1100      ６６．．将将来来イイメメーージジをを探探るる  

2200：：33００      ７７．．発発  表表  

2211：：００００      ８８．．閉閉  会会  

 

 8 月 22日（水）18：30～ 

『大淀川の大事な景観を選ぼう』
 
○宮崎市・大淀川の景観づくりについて 
情報提供 
○大事にしたい景観や気になる景観の抽出

 9月 29日（土）9：00～ 

『川辺を歩いて確かめよう』 
 
○現地確認 

○問題点、特性・課題の検討 

10月 25日（木）予定 

『将来像を考えよう』 
 
○将来像の検討 

○方針の検討 

11月下旬 

『実現に向けて話そう』 
 
○将来像実現に必要な事項の検討 

第１回 

第２回 

第３回 

第４回 

発行：平成１９年１１月 宮崎市都市景観課        

大淀川の景観を考えるワークショップもいよいよ佳

境を迎えており、グループに分かれての熱い議論が繰り

広げられています。 
平成 19 年 10 月 25 日（木）18:３０より宮崎市保

健所にて第３回ワークショップを開催しました。第1、

２回ワークショップの結果や田代学先生による講演会

の話、大淀川の景観に関するアンケート結果等をもと

に、「山並み・眺望グループ」「まちなみ・市街地グルー

プ」「緑・自然グループ」の３グループに分かれ、将来

をイメージした難しい議論を真剣に話し合いました。 

将来イメージを探る 

ワークショップの流れ 

次回は、１１月 27日（火）18:30～21:00 

『実現に向けて話そう』 
第 3回に話した将来像（理想像）の実現のために必要な事項・仕組みを考えます。 

次回はいよいよ最終回です。良好な大淀川の景観のために、もうひと踏ん張りしましょう！ 

・第１、２回で大淀川周辺の緑や建物の色・高さ

等の現状を把握し、今回は、非常に重要な大淀

川周辺の景観の理想像を話し合いました。 
・コントロールできるのは、主に近景の緑と建物

です。次回は、理想像を実現するための仕組み

を考えましょう。 

総評 （スーパーバイザーの宮崎大学 出口近士准教授より） 

〈お問い合わせ〉宮崎市役所 都市景観課 担当：宮里 
ＴＥＬ ２１―１８１７  ＦＡＸ ２６―３５２０ 

Ｅ－ｍａｉｌ 30keikan@city.miyazaki.miyazaki.jp 

10 月 25 日（木）18:30

済

ココ

11月 27日（火）18:30～

緑豊かな 

大淀川 

・豊かな緑と山並みの栄える大淀川 

・大淀川の広さと緑 

・大淀川に緑と人々の絆 

・堤防を並木道に 

・きれいな川、山、緑、夕日が見える大淀川 

いこい・いやし 

の 

大淀川 

・大淀川に癒されたい 

・堤防を歩けば心が癒される大淀川 

・心の憩い大淀川。歩こう大淀川 

広がりある 

大淀川 

・大淀川に！ 

・真なる母なる大淀川に！ 

・大淀川の景観の主役は大淀川 

・川の広さを活かした景色の大淀川 

・どこまでも広がる空 

・ひろがりのある風景 

なつかしさ 

・なつかしさを感じられる大淀川 

・ふるさとの風景を将来に残そう 

・ふるさと大淀川の風景を！ 

・アドプトリバー（里川）大淀川 

ほか 

・春夏秋冬私たちの大淀川 

・未来に残したい風景 

・絵になる景観 

・人と街の調和 

・大淀川の色 

３つのグループに分かれて、

今後の大淀川の景観形成を検

討したところで、大淀川全体を

考えた将来イメージを、各人に

出してもらいました。 
それをまとめると、右の表のよ

うになります。 
雄大な広がりと豊かな緑、な

つかしさを感じ、憩えて癒され

る大淀川がイメージされてい

るようです。 

済



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第１，２回の検討において大淀川周辺の景観の現状を把握しました。第３回は「山並み・眺望グルー

プ」「まちなみ・市街地グループ」「緑・自然グループ」に分かれて、それぞれの項目において『今後の

景観形成で“大切にすること”“意識すること”』を話し合い、大淀川周辺の景観のあるべき姿を検討し

ました。 

今後の景観形成で“大切にすること”“意識すること” 【緑・自然】 
○可能な限り堤防沿いは“並木”にする。特に右岸。 

○左岸（宮崎側）の桜並木と同じ範囲で、右岸にも桜並木を。 

○左岸（宮崎側）の橘橋より下流は、護岸のコンクリートが目立つため、

ツタ等により緑化する。 

○堤防に余裕が無く、ギリギリに建物が建て詰まっている場合は、民地側

の協力により緑化する。 

○天神山・愛宕山等の開発を規制する。 

○鎮守の森のような緑の塊があると良い。 

【まちなみ・市街地】 
○左岸（宮崎側）の橘橋－天満橋の中程～大淀大橋

－小戸之橋の中程（既存マンション群）は、市街

化との関係があるので高層を許容する。 

○建物の高さ→ワシントンやしは宮崎のシンボルで

あるため、高さの基準としてはどうか。 

○建物の色→川・海・空・背景との調和を考え、違

和感のない色とする。 

○広告物→川沿いには、広告物は無い方が良い。橋

詰の屋上広告物は規制する。 

【山並み・眺望】 
○眺望対象→遠方の山並み、天神山や愛宕山をはじめと

した中景の緑 

○基本的な考え方→山の稜線を切らないようにする。 

（階段状の規制が考えられる） 

○視点場→左岸（宮崎側）の橘橋－天満橋の中程から上

流（堤防の上から見る）。橘橋・天満橋は重要な視点

場。 

○建物の色→建物の色は、川や背景の緑との調和（コン

トラスト）を考える。 

○橘橋のたもと（右岸）は、ある程度市街化を許容する。 


